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１．研究計画の概要 

高等教育機関の重要な機能の一つは人材選抜

機能と考えられ、このような選抜機能の強化

が、歪みのある経済の生産性にどのような影

響を与えるかを考察することで、歪みのある

経済における最適教育政策を論じる。さらに

この研究において、ミクロレベルでは実証的

に観測される正の教育投資の収益が、マクロ

レベルでは観測されなくなるという、いわゆ

る教育収益率のミクロとマクロの乖離を説明

する一つの可能性として、政策の歪みの果た

す役割についても分析する。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）職の異質性と人材の異質性がある経済に

おいて教育投資の問題を分析したTakii and 

Tanaka (2007)の理論モデルを拡張し、労働者の

生産性が不完全にしか観測されない場合の定

性的な分析を行った。 

（２）理論モデルに基づいた、数量的分析へ

向けたデータ調査および収集も合わせて行っ

てきたが、その中でも特に、産業選択や就業形

態選択における学歴の重要性に関しての実証

分析を同時に進めた。 

 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

高等教育における人材選抜がマクロ生産性に

与える影響を分析する基本モデルの構築は概

ね完了している。また、最適教育政策を数量

的に分析するために必要なミクロレベルのパ

ラメータの蓄積もある程度進めることができ

た。 

 

４．今後の研究の推進方策 
基本となるマクロモデルの数量的分析、およ
びそれに基づいた最適教育政策の考察を行
ってゆく。 
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